
1 

 

亀岡市立小学校と中学校、義務教育学校の校則比較 

（小学校は義務教育学校前期含む、中学校は義務教育学校後期を含む） 

 

 

 

 1. 校則の目的 

- 共通点：児童・生徒の安全と円滑な学校生活を守るためのルール 

- 相違点： 

  - 小学校：基本的な生活習慣を身につけることに重点を置く 

  - 中学校：社会性や責任感を育むルールが追加される 

 

 2. 登下校のルール 

- 共通点： 

  - 登校時間の厳守 

  - 交通ルールの遵守（指定された通学路を利用） 

  - 買い食いや寄り道の禁止 

- 相違点： 

  - 小学校：集団登校の習慣がある 

  - 中学校：自転車通学のルール（ヘルメット着用や違反時の指導） 

 

 3. 服装・身だしなみのルール 

- 共通点： 

  - 清潔で適切な服装を心がける 

  - 派手な装飾や髪型は禁止 

  - 名札の着用義務 

- 相違点： 

  - 小学校：自由度が高く、基本的に動きやすい服装が求められる 

  - 中学校：制服を正しく着用する規則が厳しく設定されている（ブレザー、ス

カート丈、ベルトの色など） 

 

 4. 髪型のルール 

- 共通点： 

  - 髪の染色・パーマは禁止 

  - 長い髪はまとめる（体育や実験の際は特に注意） 

- 相違点： 

  - 小学校：髪型の制限は比較的少ないが、清潔に保つことが重要 

  - 中学校：極端な髪型は禁止（過度な刈り上げ・長すぎる襟足など）、装飾品

の使用も不可 

 

資料２ 



2 

 

 5. 校内での生活態度 

- 共通点： 

  - 整理整頓を心がける 

  - 授業中の私語や立ち歩きは禁止 

- 相違点： 

  - 小学校：廊下の右側を歩くなど、基本的な行動習慣の指導が中心 

  - 中学校：職員室への入室時のマナーや、施設利用時の厳しい規定がある 

 

 6. 持ち物の管理 

- 共通点： 

  - 学校生活に必要なもの以外は持ち込まない 

  - 全ての持ち物に名前を書く 

- 相違点： 

  - 小学校：筆記用具の種類や持ち物のルールが比較的シンプル 

  - 中学校：不要物の持ち込み厳禁（漫画、ゲーム、化粧品、スマートフォンな

ど） 

 

 7. 放課後のルール 

- 共通点： 

  - 季節ごとの帰宅時間の設定 

  - 自転車の使用制限 

- 相違点： 

  - 小学校：校区外への外出禁止が強調されている 

  - 中学校：塾や習い事へ行く際の服装ルール（私服に着替えるなど）が追加さ

れる 

 

 8. 部活動・学校行事 

- 共通点： 

  - 学校の規則に則った活動を行う 

  - 欠席時は顧問の先生へ連絡 

- 相違点： 

  - 小学校：基本的に学級単位での活動が中心で、部活動は限定的 

  - 中学校：本格的な部活動があり、服装や活動ルールが細かく定められる 


